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　自転車は，ペダルとギア，ギアと車輪が連結して動く。自転車を前に進めるには，ペダルをこぎ，連結するギアが回転することで，車輪が
回転して前に進む。

　なお，小数の形で解答する場合は，解答上の注意にあるように，指定された桁数の一つ下の桁を四捨五入して答えよ。また，必要に応じて，
指定された桁まで⓪をマークせよ。

１　ペダルを 1回こぐと，x回転するギアがある。この xを「ギアの回転数」と呼ぶことにする。このギアに連結する車輪は，ギアが 1回転

するごとに 2m進むものであるとする。

 1 分間にペダルを z 回こいだとすると，この自転車の平均速度は，  (m／分 ) と表される。このペースで 10km走る場合，タイムは，

 分となると考えられる。

　 ア  の解答群

　　⓪　xz  ①　2xz　　　　　②　 z
2x   ③　 3z

x 　　　　　④　 3
xz   ⑤　 3

2xz 　 ⑥　 4
3xz  

　　　ア〔　　　　　　　　　　〕

　 イ  の解答群

　

　⓪　10000
xz  　　①　 5000

xz 　　  ②　 2500
xz 　　　 　　③　 xz

10000 　　　　　④　 xz
5000   ⑤ 3xz

2500 　

　⑥　 x
2500z  　　⑦　 x

10000z　　  ⑧　 z
2500x  　　⑨　 z

10000x

イ〔　　　　　　　　　　〕

第 2 問 [1 ] - 1
数学 練習問題1

目標時間

15 分
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数学 練習問題1
第 2 問 [1 ] - 2

２　花子さんは，ギアが 1回転するごとに 2m進む自転車をもっている。この自転車を使って，10km走る場合のタイムが最もよくなるギア
の回転数と，ペダルをこぐ回数を考えることにした。タイムがよくなるとは，タイムの値が小さくなることである。

   ギアの回転数を大きくすると，ペダルが重くなるので，花子さんは，ギアの回転数に合わせてペダルをこぐ回数を決めることにした。
　　花子さんの自転車で進むときの，ギアの回転数と 1分間にペダルをこぐ回数の関係は，次のようになる。ただし，「ギアの回転数が 2.5」
とは，ペダルを 1回こぐと，ギアが 2回転と半分だけ回転することをいう。

ギアの回転数（回転）

1分間にペダルをこぐ回数（回）

2

74

2.5

70

3

66

 　花子さんは，上の表から，1分間にペダルをこぐ回数がギアの回転数の 1次関数として表されると考えた。
 　このとき，1分間にペダルをこぐ回数 zは，ギアの回転数 xを用いて

 　z＝  x＋ 　…(B) となる。

 　花子さんは，自分の脚力を考えて，1分間にペダルをこぐ回数の最大値は 80 とすることにした。また，この自転車のギアの回転数の最
大値は，3.5 であることがわかった。

 　(B) が，自転車のギアの回転数の最大値と 1分間にペダルをこぐ回数の最大値まで成り立つと仮定すると，

 　xの範囲は  . ≦ x≦ 3.5　となる。

 　y＝ xzとする。 キ  . ク  ≦ x≦ 3.5 の範囲で，yの値が最大となる xの値は，

 　  .  のときであり，このときの zの値は，  である。

 　この xと zの値が，花子さんの 10kmのタイムが最もよくなるときのギアの回転数と 1分間にペダルをこぐ回数であるから，この場合

の花子さんのタイムは，およそ  である。

〔　　　　　　　　　　　　　　〕　　　　　 〔　　　　　　　　　　　　　　〕

〔　　　　　　　.　　　　　　　〕　　　　 〔　　　　　　　.　　　　　　　〕　　　 〔　　　　　　　　　　　　　　〕

　 ス  については，最も適当なものを次の⓪～⑤のうちから一つ選べ。

　　⓪　15 分　　　　①　23 分　　　　　②　29 分　　　　　③　38 分　　　　　④　44 分　　　　⑤　64 分

ス〔　　　　　　　　　　〕
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　就業者の従事する産業は，産業ごとの就業者数が発表されている。ここでは，47 の都道府県別に，美容所（美容室）と従業美容師数，理容所（理
容室）と従業理容師数について考えることにする。

１　図 1の散布図群は，左から順に，2012 年における人口 10 万人当たりの美容所の軒数（縦軸）と人口 10 万人当たりの従業美容師の数（横軸）
の散布図，人口 10 万人当たりの理容所の軒数（縦軸）と人口 10 万人当たりの従業理容師の数（横軸）の散布図である。また，図 2は同
様に作成した 2018 年の散布図群である。

図1  2012年の散布図群  

図 2  2018年の散布図群  
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( 出典：厚生労働省のWeb ページにより作成 )

ⅰ　2012 年における，人口 10 万人当たりの理容所の軒数と人口 10 万人当たりの従業理容師の数の相関係数として最も適当なものを，次の

⓪～④のうちから一つ選べ。　 　

　　⓪　－ 0.87　　 ①　－ 0.21　　 ②　0.07　　 ③　0.45　　 ④　0.90

　　　セ〔　　　　　　　　　　〕

第 2 問 [2 ] - 1
数学 練習問題1

目標時間

10 分
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数学 練習問題1
第 2 問 [2 ] - 2

ⅱ　下のⅠ，Ⅱは，2012 年を基準としたときの，2018 年の変化を記述したものである。

　　Ⅰ　都道府県別の人口 10 万人当たりの美容所の軒数と人口 10 万人当たりの従業美容師の数の相関はかなり強くなった。
　　Ⅱ　都道府県別の人口 10 万人当たりの理容所の軒数と人口 10 万人当たりの従業理容師の数の相関はかなり強くなった。

Ⅰ，Ⅱの正誤の組合せとして正しいものは  である。

　 ソ  の解答群

　 Ⅰ

⓪

正

①

正

②

誤

③

誤

Ⅱ 正 誤 正 誤

　　ソ〔　　　　　　　　　　〕

２　図 3は，2012 年から 2018 年まで 2年ごとの 4個の年度における都道府県別の 10 万人当たりの美容所の軒数を，ヒストグラムで表した
ものである。なお，ヒストグラムの各階級の区間は，左側の数値を含み，右側の数値を含まない。

2012年

図3
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( 出典：厚生労働省のWeb ページにより作成 )
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ⅰ　次の⓪～④のうち，図 3のヒストグラムから読み取れる事柄として正しいものは  である。　

　 タ  の解答群

　

　⓪　中央値を含む階級は，後の年度になるにしたがって大きくなっている。
　①　最頻値は，後の年度になるにしたがって大きくなっている。
　②　平均値は，後の年度になるにしたがって大きくなっている。
　③　第 1四分位数を含む階級は，後の年度になるにしたがって大きくなっている。
　④　第 3四分位数を含む階級は，後の年度になるにしたがって大きくなっている。

タ〔　　　　　　　　　　〕

ⅱ　図3における4個の年度について，各年度における，都道府県別の10万人当たりの美容所の軒数を箱ひげ図で表したのが，下の四つである。
 

　　2014 年における箱ひげ図は  である。

　　2018 年における箱ひげ図は  である。

　　 チ  ， ツ  については，最も適当なものを，次の⓪～③のうちから一つずつ選べ。
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　　　チ〔　　　　　　　　　　〕　　　　ツ〔　　　　　　　　　　〕

 

第 2 問 [2 ] - 3
数学 練習問題1


